
《改善事例》
第1会場（午後の部）

1F　ホール
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No.106  株式会社出光プランテック北海道 サークル名 テクノロージア！
テーマ名 車両管理業務のスマート化

No.107 株式会社　ダイナックス サークル名 たけのこ

テーマ名 No.9ラッピング機 作業負荷軽減

No.108 トヨタ自動車北海道株式会社 サークル名 Birth

テーマ名 潤滑油持出し量変更による原価低減　～知恵の輪で物価高に切り込む～

No.109  航空自衛隊 第2航空団 サークル名 ＲＡＮＧＥ１３８

テーマ名 残融氷液の有効活用

No.110  有楽製菓株式会社　札幌工場 サークル名 井野とゆかいな仲間達

テーマ名 切替時間短縮

改善事例アピール文（第1会場 午後の部　No.106～110）

私が新部署に異動し、慢性的に達成できていない問題があることを知り、現状把握していく中
で、問題を解決できないのは職場の弱みも原因の1つだったので問題を解決する為、そして職
場の弱みを克服し成長する為に、自らが活動の先頭に立ち【知恵の輪】を集結し、泥臭くも協
力して解決へ進んでいく姿を見ていただきたいです。

目標に向け活動していく中で、TRY＆ERRORを繰り返し活動が停滞してしまう事もありまし
たが、そんな中でもメンバーは「失敗は成功のもと」とポジティブに捉え活動をやり切った事
で自信を付けることが出来ました。
すくすく成長していく［たけのこサークル］の物語を見て頂けると幸いです。

融氷液のムダを削減するため人力融氷液散布車を製作しました。人力融氷液散布車の製作は廃
材を使用したため製作費用は￥０です。自衛隊という特殊な職場環境内で取り組んだQCサーク
ル活動になります。皆様の参考になれば思い精一杯発表していきます。

弊社ではブラックサンダーを生産する上で様々な工夫を重ね、日々トラブルに立ち向かってい
ます。全員が参加し更なる作業環境の改善に努め、お客様に安心と信頼のある製品を提供する
ことを目指し、今回のQC活動にも取り組みました。この経験を活かし視野を広げ、さらに知識
を深め自信とし、これからもQC活動に取り組んでいきたいです。

改善活動を通じて担当間の壁を越えた協働と学びが生まれたことが一番の収穫だったと感じま
す。
今後も更に素晴らしいアイデアが誕生し、当社で安全・安心運転に貢献した取り組みが
続いていくことを願います。
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テクノロージア︕

才

会 合 回 数

　結成年月 　本部登録No.(フ リ　ガ　ナ)

サ ー ク ル 名

構 成 人 員

令和6(2024)年4月

テクノロージア

才 195 名 25.5

フ リ　ガ　ナ モリ　タカシ

発　 表　 者 森　嵩

会社名･所属 株式会社出光プランテック北海道

(氏名) 森　嵩

2 回/月 1 h/日

(所属) 管理部　警防課

28才

テ ー　　マ 車両管理業務のスマート化

TEL

最 低 年 齢最 高 年 齢平 均 年 齢

会 合 時 間 会合は時間　　内　・　外 テ ー マ 歴

　QCストーリー： 1.問題解決　 2.課題達成　 3.施策実行　 4.未然防止　 5.QCストーリー以外( )

0144-56-1203

1 件目

連絡担当：

10代1名 20代4名の若輩サークルで

す。若さを生かして旧世代にとらわれず、

新しいものを取り入れました！

直グループの中で若手を中心とした、防災担当（補助）といわれる

役割での問題解決に挑みました。

出光北海道製油所内の防消火設備や付帯する施設の維持管理点検を請け負っている為、日常はその点検及

び非常時に対応のために消火訓練をおこなっています。
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しかし、現場作業中心の役割でも月末には文章処理が多大に降りかかります。

各グループで個人の技量で進めていた部分もあるので、聞き取り調査をおこない、処理の進め方を

フローに落とし込み、各作業時間を算出しました。

聞き取り調査の中で間違えやすい箇所や繰り返しおこなっているものを整理分析しました。
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セミナーで得た知識からアプリを作成すれば、問題点が全て解決できる見込みができ、大きく方向転換。

いざ挑んでみるが苦節もありアプリ完成へたどり着きました。

エクセルの改善でどうにかなるかと考えていましたが、過去にも

失敗している事が発覚・・・

そんな折、エクセルの上位互換ともなる情報を聞き入れ、マス

ターするべくセミナーを受講しました。

問題で上がっていた計算ミス、手書きでの書き間違えや伝票

の紛失を防げる様に全てをカバー。
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他グループで実際に使用してみて、不具合や要望事項を募集し、その結果を反映したア

プリのバージョンアップをおこないました。
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たけのこ

才

会 合 回 数

　結成年月 　本部登録No.(フ　リ　ガ　ナ)

サ ー ク ル 名

構 成 人 員

2016年4月１日

タケノコ

才 1812 名 36

フ　リ　ガ　ナ ヤマモト　コウタ

発　 表　 者 山本　航太

会社名･所属 株式会社ダイナックス　製造本部　苫小牧工場　苫小牧第１製造部

(氏名) 遠藤　俊介

4 回/月 1 h/日

(所属) 人事総務部　未来塾

54才

テ　　ー　　マ No.9ラッピング機　作業負荷軽減

TEL

最 低 年 齢最 高 年 齢平 均 年 齢

会 合 時 間 会合は時間　　内　・　外 テ ー マ 歴

　QCストーリー： 1.問題解決　 2.課題達成　 3.施策実行　 4.未然防止　 5.QCストーリー以外(　　　　　　　　　　　　　　)

0123-26-7080

10 件目

連絡担当：

１.サークル紹介 ２.会社紹介

３.製品紹介 ４.工程紹介

５.テーマ選定理由

サークルメンバーがすくすくと成長していくように

サークル名を「たけのこ」としました。

国内外に拠点を持ちグローバルに活動しています。

近年ではワイン事業やキャンプ事業等、

新たな取り組みにも力を入れています。

オートマチックトランスミッション内の摩擦機能部品を

主として生産しています。

ラッピング工程ではクラッチディスクがスムーズに

動力伝達を行う為にならし加工を行います。

会社の中期活動項目から作業負荷軽減をテーマとしてメンバーにアンケートを実施。

結果はラッピング工程の段取り替え作業に対し、メンバーの約半数に不満がある事がわかりました。
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６.現状把握

７.目標設定・活動計画

ラッピング工程の段取り替えのうち半数はリテーナー治具の交換に費やしています。

さらにメンバーで実作業を行った結果、作業項目も非常に多い事がわかりました。

実作業から現状、リテーナー治具が重い事、作業姿勢が悪い事等がわかりました。社内規定では

男性は２０ｋｇ以下はＯＫですが、年齢や性別、作業姿勢や回数等も配慮が必要でした。

新たにアンケートを実施。ラッピング工程に配属されている方は小柄な方が多い事がわかり、

その中で５０代の小柄な男性を基準とし、作業分析ツールを使用した結果、作業リスクは「高」となり

リテーナー治具の推奨重量は８.１ｋｇ以下となった為、これを目標に活動を進めていきます。

１８ｋｇ

やるぞ～！！
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現状使用しているもので改善をしようとしましたが

治具の仕様を変更してみようという案が出ました。

次に取っ手の変更を行い、作業性の向上を狙い所と

して２案の検証を行いましたが、どちらも納得のいく

結果にはなりませんでした…

まずは一体で使用していた治具を２分割にして

段取り替えを実施しました。軽量化には成功しましたが、

付帯作業の工数が増加し、こちらは断念です。

８.要因解析①
要因の解析を行い、その中で評価点の高い２項目に着目し対策の検証を実施する事としました。

９.対策の検証①

メンバーだけでは行き詰っていた所、製造支援チームの猪野毛さんが協力を快く引き受けてくれたので、

もう1度要因の解析を行い、対策を実施する事としました。

１０.対策の検証②

１１.要因解析②

１２.対策立案① １３.対策立案②
元々２分割の治具を３分割へ変更し、さらに

１番内側の治具のみを交換する案を採用しました。
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１４.対策立案③ １５.対策実施

１６.効果の確認

治具の軽量化に成功し、交換も簡単になりました！

今回の改善で治具の軽量化だけでなく付帯部品の取り外し等

先の要因解析で挙げた項目を全て解決する事ができました！！

１７.更なる改善 １８.効果の確認②

１９.標準化と管理 ２０.振り返り

更なる改善にも着手し段取り替えに使用している

治具は全て工具レスになりました！

５４項目もあった段取り替え手順は８項目へ

「誰でもできる」を実現できました！

サークルとして安全に対しての活動は初めてでした。

弊社の「安全は一番以前のゼロ番地」を実現し、

結果として生産性も向上させることが出来た事を

大変嬉しく思います。

メンバーの満足度が大きく向上し目標達成です！！

治具重量１８ｋｇ→５.９ｋｇへ！

治具同士が干渉して取付が難しい為、

内側の治具形状を変更して再チャレンジ！

青色の部分をカットして

治具の設置面積を減らそう！
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テ　　ー　　マ

フ リ ガ ナ

発　 表　 者

会社名・所属

（フ リ ガ ナ） 　結成時期 　本部登録№

サ ー ク ル 名

  構成人員　　    １８名  平均年齢 31才

  会合回数 　　 ２回／月

QCストーリー型： 1．問題解決　　2．課題達成型　　3．施策実行型　　4．未然防止型　　5．その他（　　　　　　）

（本件ご連絡先） 所属：第１１製造課P122G 氏名：酒井　亮 電話：080-5979-0886

Birth 2023年10月 ２１－７０

潤滑油持ち出し量変更による原価低減
～知恵の輪で物価高に切り込む～

ミズノ　ユウキ

水野　友貴
トヨタ自動車北海道株式会社　第1ユニット製造部　第11製造課　P122G

バース

　最高年齢　　　　　　５１才 　最低年齢　　　　　　１９才

 会合時間　12.0H/日 　会合は時間　 　内 　・　 外   テーマ歴　　　　　３件目

Birthサークル

性能検査工程

潤滑油とは

ダイレクト

CVT
CVT

（無段変速機）
ハイブリット

トランスアクスル

トランスファー

札幌札幌

●苫小牧●苫小牧

新千歳空港新千歳空港

TOYOTA MOTOR HOKKAIDO,INC.   

設立：1991年2月8日

従業員：3480名

【原価】KPI指標

メインＫＰＩ

～結果・業務指標

サブＫＰＩ

～管理の見える化

４本柱

～支える

土台

年間になると
ヤリス1台分

トランスファー組付け

8円/台当

未達!!

【潤滑油使用金額及び生産台数】
【台当たり補助材料費内訳】

性能検査工程では製品内の洗浄も

兼ねて潤滑油を循環させながら

動作テスト実施

摩擦抵抗減

冷却・防錆など

～粘度比較～

サラダ油

65ｍPa・ｓ

潤滑油

60ｍPa・ｓ

〇 〇

〇 〇

×
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性能検査工程 油抜き工程 油抜き装置 ボルト組付け

給油

ノズル

給油口

排油口

給油しながら排油 時間をかけ垂れ落とす

残油量

140cc

残油量

150cc

傾けて油を抜く

製品待機

垂れ

落ちる 残油量

120cc

35°

90°

65°

角度を変化

強制的に

抜く

フタをする工程

給油口

排油口

残油量

120cc

封入！

残油量

変化なし

給油ゾーン 油抜きゾーン 封入ゾーン

排油口
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勢いよく油を吐出

油を全体へ！

少ない量で

局所へ！

多油量（10.7ℓ/min） 少油量（0.7ℓ/min）
ターゲット変更！

抜き方 入れ方

油が抜けない・・・

入れない＝溜まらない

① 4駆低速回転 ② 4駆高速回転 ③ ２駆回転 ④ 回転＋切替え ⑤ 回転＋高速切替え

窓みたいに開けて

覗くことができないかな？

専門家・若手・ベテランの混成チームで活動！

中堅・若年層の

レベルアップで

弱みを克服！

知恵の結集
～サークルの成長をめざして～

（ｃｃ）

製品分解！

パカッ

【性能検査テストと給油方法】

設備設計基準書
改訂！

全員で製作！

油だまり発生

まるで

ダム
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【わかったことから再立案】

レベルアップ！

QCサークルレベル把握表

Cゾーンへ前進!!

QCサークル評価

【更なる原価低減】
まだ改善代

あり!!

ドロ
ドロ

個人の能力底上げ!!
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47才

テ　　ー　　マ 残融氷液の有効活用

最 低 年 齢最 高 年 齢平 均 年 齢

(フ　リ　ガ　ナ)

サ ー ク ル 名

構 成 人 員

フ　リ　ガ　ナ タケウチ　カズヤ

発　 表　 者 竹内　和也

会社名･所属 航空自衛隊第２航空団基地業務群射場勤務隊

1 h/日

(所属) 第２航空団射場勤務隊 0123-23-3101(2773)

会 合 時 間 会合は時間　　内　・　外 テ ー マ 歴

　QCストーリー： 1.問題解決　 2.課題達成　 3.施策実行　 4.未然防止　 5.QCストーリー以外(　　　　　　　　　　　　　　)

3 件目

連絡担当： (氏名)

4 回/月

令和６年４月

レンジワンスリーエイト

才 314 名 38

青木　俊介 TEL

RANGE１３８

才

会 合 回 数

　結成年月 　本部登録No.

①サークル紹介及び職場紹

射場勤務隊の任務

▶空対地射爆撃訓練の支援及び管理

▶冬季期間の基地内除雪

射場勤務隊長にサークルレベル

を評価して貰った結果現在のレベルはＣ－１ゾーン

②サークルレベ

Ｂゾーンを目指し活動開始！

活動テーマを決めるにあたり職場の困りごとを話し

合った結果テーマとして「冬季飛行場管理における融

氷液のムダ削減」に決定しました。

④適用ストーリの判定

ステップリー

ダーを決めて活

動を進めていき

ます。

⑥現状の把握１

化学反応により氷を融かすことができる液状の物質のことです。冬季期間、滑走

融氷液とは？

散布風景

散布終了後、融氷液を補充する必要があります。ドラム缶から直接、車両へ融氷液
大型融氷液散布車

対策が不

明確であり、

問題解決型

で進めてい

きます。

融氷液の補充には４０本

のドラム缶が必要

１度の補充で１２ℓの融氷

融氷液をドラム

缶から補充する際、

吸い切れなかった

融氷液を残融氷液

と呼ぶ。

③テーマの選

⑤活動計画

吸引が終わったドラム缶補充作業
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⑦現状の把握

⑧現状の把握３ ⑨目標設定

⑩要因の解析 ⑪要因の検証

⑫要因の解析２ ⑬対策の立案

補充作業終了後、大型融氷液散布車からホース

を外し、ホース内部に残った融氷液をバケツに移

してみる。

す
る
と
…

令和５年度に発生した残融氷液は４７０ℓ

そのうち余った残融氷液は２００ℓだった。

余った融氷液は返納しています。

射勤隊で使用

した残融氷液

使用されずに

返納した残融

氷液

１２月末までに、余った融氷液を１００％

有効活用する方法を見つけていきます！

特性要因図による解析

「残融氷液が発生」と「融氷液を使い

切る方法がない」の２点が推定重要要因

まとめると…

・ドラム缶内に融氷液が残ってしまうの

はノズル及びドラム缶の構造が原因
・ホース内に融氷液が残ってしまうのは

空気混入による器材の故障を防ぐため

に必要

融氷液の発生自体を防ぐのは難しいですね

使い道も限られてるし（汗）

系統図とマトリックス図を用いた対策の案出

余った融氷液は職場周辺の凍結箇所に

撒いてます。それでも全ての融氷液を

使い切ることが出来ません。
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検証１：ガロンタンクに融氷液を溜める

⑭対策の検証１

⑮対策の検証２

検証２：千歳基地の歩道に融氷液を撒く

時間が掛かるし、残融氷液（２００ℓ）

⑯対策の検証３

歩道除雪面積４，３８０㎡に対しポリタンクとジョウロで検証

した結果、どちらも作業時間が非常に長く、しかも年間平均残融

氷液の量（２００ℓ）を超えてしまうことが分かりました。

⑰対策の検証４

ポリタンクとジョウロでは望ん

だ成果が出ず・・・

ＱＣメンバーで緊急会議を行っ

た結果、新たな器材を製作する

ことにしました！

⑱対策の実施 設計図を作成してから製作していきます！

職場にある廃材を活用し工具を使用して「人力融氷液散布車」を製作しました！１８ℓのポリタンクを２

つ搭載し、融氷液を一人で大量かつ均一に散布できる等の工夫がされています。

①バケツに移す。 ②埃等を発見！

※一般的なコンビニ４４戸分の広さ

40



⑲効果の確認

人力融氷液散布車を使用し基地内歩道へ融氷液を散布してみました！

⑳効果の確認２ 残融氷液使用量及び作業時間は人力融氷液散布車が最も少ない！

㉑効果の確認 ㉒副次効果

歩行者の転倒事故

防止に効果大！

歩道除雪の作業時

間を短縮！

歩道以外にも散布

可能！

㉓無形効果

㉔標準化と管理の定番 ５Ｗ１Ｈを用いて標準化と管理の定

着を行っていきます。

㉕反省と今後の課題

残融氷液は年間平均２００ℓ

人力融氷液散布車が基地内歩道に使

用する融氷液は１７０ℓ

余った３０ℓについては・・・

１度の散布で融け切らなかった凍結

箇所に再度散布します！

残融氷液を有効活用すること

で様々な副次効果を得ることが

できました。
活動を通じてチーム全体

の能力が向上しました。

▶ 電気に頼らないエコロジーな装置開

発の探求

▶ ＱＣ手法のさらなる向上
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テ　　ー　　マ 切替時間短縮

フ　リ　ガ　ナ イノ　ホノカ

発　 表　 者 井野　穂乃加

会社名･所属 有楽製菓株式会社　札幌工場

(フ　リ　ガ　ナ) イノトユカイナナカマタチ 　結成年月 　本部登録No.

1262

構 成 人 員 9 名 平 均 年 齢 49 才 最 高 年 齢 64 才 最 低 年 齢 20 才

1 h/日

サ ー ク ル 名 井野とゆかいな仲間達 R7.4.1

TEL 011-898-6330

会合は時間　　内　・　外 テ ー マ 歴 1 1件目

　QCストーリー： 1.問題解決　 2.課題達成　 3.施策実行　 4.未然防止　 5.QCストーリー以外(　　　　　　　　　　　　　　)

連絡担当： (所属) 総務課 (氏名) 太田　穂乃花

会 合 回 数 2 回/月 会 合 時 間
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2025年8月1日現在

支部長 内田　仁士

副支部長 桧垣　周司

顧問 川合　智士

顧問 杉本　正和

顧問 百成　睦

顧問 今井　光明

顧問 吉岡　隆史

世話人 犬塚　昌彦

副世話人 中山　健一郎

副世話人 中西　玄一　

副世話人 中野　純一

副世話人 加家壁　弘志

副世話人 藤根　由美子

幹事長 幸　忠司

副幹事長 谷　英樹

株式会社デンソー北海道　製造部　製造部長

トヨタ自動車北海道株式会社　取締役

(株)ダイナックス　取締役上級執行役員

北海道ものづくり産業アドバイザー（元(株)デンソー北海道）

日鉄ファーストテック(株)　取締役

トヨタ自動車北海道(株)　代表取締役専務

日本製鉄株式会社　北日本製鉄所　室蘭地区副所長 /生産技術部長(兼務) 

(株)三五北海道　技官

(学)札幌大学　地域共創学群経営･会計学系 教授

(公財)道央産業振興財団　技術コーディネーター

不二電子工業(株)　千歳工場 品質･技術顧問

(株)ダイナックス　管理本部 人事総務部 未来塾

日本製鉄株式会社　北日本製鉄所　生産技術部　部長代理

(株)デンソー北海道　経営管理部 安全健康室 安全環境CN推進課 担当課長 

トヨタ自動車北海道(株) 総務部人事室 PP

2025年8月1日現在

 1．(学)札幌大学 (札　幌) 10．トヨタ自動車北海道(株) (苫小牧)

 2．北海道住電精密(株) (奈井江) 11．幌清(株) (室　蘭)

 3．トヨタ自動車㈱士別試験場 (札　幌) 12．産業振興(株) 北日本事業所 (室　蘭)

 4．(株)ダイナックス (千　歳) 13．(株)テツゲン 室蘭支店 (室　蘭)

 5．(株)デンソー北海道 (千　歳) 14．日鉄テクノロジー(株) 室蘭事業所 (室　蘭)

 6．アイシン北海道(株) (苫小牧) 15．日鉄テックスエンジ(株) 室蘭支店 (室　蘭)

 7．出光興産(株) 北海道製油所 (苫小牧) 16．日鉄ファーストテック(株) (室　蘭)

 8．(株)三五北海道 (苫小牧) 17．日本製鉄(株) 北日本製鉄所室蘭地区 (室　蘭)

 9．(株)シーヴイテック北海道 (苫小牧) 18．大和工業(株) 室蘭事業所 (室　蘭)

2025年度 支部役員

QCサークル北海道支部組織

2025年度 支部幹事会社
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(地区別 五十音順、敬称略)

No. 会社名 No. 会社名

1 1 (株)魚国総本社 北海道支社 37 15 豊通スメルティングテクノロジー(株) 北海道工場

2 2 エア･ウォーター物流(株) 食品事業部 38 16 (株)中山製鋼所 苫小牧工場

3 3 (株)エコミック 39 17 日軽松尾(株) 苫小牧工場

4 4 NTTファイナンス(株) ビリング事業本部 北海道総合料金センター 40 18 フジッコ(株) 北海道工場

5 5 (福)恩賜財団済生会支部 北海道済生会小樽病院 41 19 不二電子工業(株)

6 6 (有)喜久一 42 20 エア･ウォーター北海道･産業ガス(株)

7 7 京浜精密工業(株) 北海道工場 43 21 松江エンジニアリング(株)

8 8 (生協)コープさっぽろ 44 22 ミツミ電機(株) 千歳事業所

9 9 (医)五風会 さっぽろ香雪病院 45 23

10 10 札幌交通機械(株) 46 1 (株)アイシン 登別事業所

11 11 (株)産鋼スチール 47 2 (株)栗林商会 棒線物流事業部

12 12 シダックスコントラクトフードサービス(株) 48 3 (福)黒松内つくし園

13 13 島津電設(株) 49 4 (株)坂田組

14 14 (株)土谷製作所 50 5 陣上工業(株)

15 15 日本貨物鉄道(株) 北海道支社 51 6 新和産業(株)

16 16 (株)光合金製作所　 52 7 (株)スガテック 室蘭支店

17 17 DMG MORI Digital(株) 53 8 (医)製鉄記念室蘭病院

18 18 ピーエス工業(株) 札幌工場 54 9 第一金属(株)

19 19 北海鋼機(株) 55 10 大同電設(株) 室蘭支店

20 20 有楽製菓(株) 札幌工場 56 11 特殊電極(株)

21 21 中北薬品(株) 57 12 日鉄セメント(株)

22 22 58 13 日鉄ビジネスサービス室蘭(株)

23 1 阿部商事(株) 59 14 日本スピング(株) 室蘭事業所

24 2 石上車輌(株) 恵庭工場 60 15 日本製鋼所M&E(株)

25 3 いすゞエンジン製造北海道(株) 61 16 濱野鋼業(株)

26 4 (株)いすゞ北海道試験場 62 17 富士印刷(株)

27 5 (株)イワクラ 63 18 (医)母恋 日鋼記念病院

28 6 (医)王子総合病院 64 19 三菱製鋼室蘭特殊鋼(株)

29 7 岡谷鋼機北海道(株) 65 20 日鉄SGワイヤ(株)

30 8 北部航空警戒管制団　北海道地区 66 21 (株)むろらん東郷

31 9 合同容器(株) 67 22 (株)モノリス

32 10 (株)三英社製作所 北海道事業所 68 23 吉川工業(株) 室蘭支店

33 11 清水鋼鐵(株) 苫小牧製鋼所 69 1 佐藤鋳工(株)

34 12 新酸素化学(株) 70 2 トルク精密工業(株)

35 13 新明工業(株) 北海道工場 71 3

36 14 玉造(株) 72
道
東

1 日農機製工(株)

室
蘭

道
北

賛助会社一覧　(2025年7月3日現在)

地区 地区

札
幌

苫
小
牧
・
千
歳

苫
小
牧
・
千
歳
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　QCサークル北海道支部活動の趣旨に賛同

いただく企業･団体を対象に、支部主催の行事

参加への優遇や活動支援･資料提供などを内容

とする「賛助会社」制度を設けています。

　加入いただいている賛助会社は、道央圏を

はじめ、道北･道東地区など、北海道各地に

所在しています。

(1) 支部行事開催の
案内

(2) 支部大会に招待

(3) 支部行事
参加費の割引

(4) 地区行事開催の
案内

(5) QCサークル情報
誌の送付

(6) QCサークル大会
要旨集の送付

(7) 講師の派遣
(『出前研修』)

賛助会社加入のお勧め

1．賛助会社とは

2．賛助会社の特典

賛助会社の特典

行
事
参
加

項　目

支部主催のQCサークル大会および研修会の開催案内を
お届けします。

内　容

約10％の割引

申込先

各行事実行
委員長会社

大会ならびに研修会ともに、賛助会社の参加費は割引
価格に設定しています。

QCサークル大会に、各社1名をご招待します。

QCサークル活動導入･活性化をサポート
(導入助言、講義･演習、発表会審査･講評支援など)

社内研修やサークル会合で活用できるビデオ等の教材
の貸し出しを行っています。

QCサークル活動や問題解決に関するご質問･ご相談を
お待ちしています。

補　足

年5～6回

年3回無料

年2～3回

無料
(電話連絡で可)

大会要旨集(体験事例発表のダイジェスト)を、ご要望に
よりお届けします。

「QCサークル誌」(財)日本科学技術連盟発行をお届け
します。

QCサークルミニ発表会および地区研修会の開催案内を
お届けします。

3．賛助会社に加入いただくには

内　容

支部事務局手配

支部事務局

支部事務局
支部幹事

支部事務局

支部事務局

無料

随時受付

―

毎月1部無料資
料
提
供

活
動
支
援

(9) 教材の貸し出し

(8) 相談対応

通信費･資料手配･出前研修費用等の
諸経費に充当させていただきます。

加入申込書は事務局へご請求くださ
い。

更新手続きのご案内を、事務局より
差し上げます。

補　足

(3) 会　　費

(2) 加入更新

(1) 加入手続き

年会費：14,000円
入会金：無料

活動年度末に、更新手続きを行っていた
だきます。

加入申込書に、必要事項(事業内容･社内
活動等)を記入のうえ、提出ください。

加入時もし
くは 加入更

新時

毎年
1月～2月

随時
受け付け

時　期 申込先

支部
事務局

賛助会社

特典

行事参加

優遇

活動支援 資料提供
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QCサークル大会 研修会

3月

4月

5月
22日(木)
QCサークル全国大会-札幌-
(札幌コンベンションセンター)

6月

7月
18日(金)
QCサークル大会-千歳-
(千歳市民文化センター)

30日(水)
QCサークルメンバー育成研修会
(千歳市民文化センター)

10日(木))
QCサークル全国大会-広島-

8月

22日(金)
室蘭地区 初級手法研修会(第1回)
29日(金)
室蘭地区 初級手法研修会(第2回)
(日本製鉄 北日本製鉄所)

9月

12日(金)
札幌地区 手法研修会
(北海道住電精密)
26日(金)
QCサークルリーダー養成研修会
(ダイナックス 千歳本社)

18日(木)
QCサークル全国大会-金沢-

10月
18日(金)
QCサークル大会-室蘭-
(室蘭市市民会館)

11月
14日(金)
管理者・推進者交流会
(札幌大学　学生立志テラス)

12月
5日(金)
室蘭地区 ミニ発表会
(日本製鉄 北日本製鉄所)

11日(木)
QCサークル全国大会-沖縄-
(沖縄コンベンションセンター)

1月
23日(金)
QCサークル大会-札幌-
(札幌コンベンションセンター)

2月
19日(木)
QCサークル全国大会-福岡-

 支部･地区の行事はQCサークル北海道支部ホームページにも掲載しております。

 QCサークル北海道支部HP　https://www.juse.jp/qcc/hokkaido/

2025年度　行事開催予定

2
0
2
5
年

2
0
2
6
年

年／月
支部行事

本部行事
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第6664回QCサークル大会（室蘭）実行委員会社
実行委員長会社 日鉄テックスエンジ(株) 室蘭支店

副実行委員長会社 日鉄ファーストテック(株)

実行委員会社 産業振興(株) 北日本事業所 日鉄テクノロジー(株) 室蘭事業所

(株)テツゲン 室蘭支店 幌清(株)

(株)デンソー北海道 日本製鉄(株) 北日本製鉄所

トヨタ自動車北海道(株) 大和工業(株) 室蘭事業所

本要旨集の複写･複製･転載は固くお断り致します。

非常口

1
階
フ
ロ
ア

２
階
フ
ロ
ア

発表会場見取図

第1会場 (終日飲食不可)

受付

出入口

大会事務局

(昼食会場)
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